
２０１６年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 1 2 5 0 0 2 1 1 2 0 2 1 0
3 * 0 1 0 5 2 2 3 0 4 4 3 3 1 2
5 * 0 4 5 12 4 4 2 0 3 3 0 8 2 1
10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
13 * 5 9 5 8 0 0 2 1 0 1 0 1 1 0
18 0 0 1 1 1 1 4 0 3 2 5 1 1 2 0
23 0 0 0 0 2 0 2 0 0 1 1 0 1 0 0
24 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
32 * 2 6 2 3 0 0 2 1 1 2 1 1 0 0
34 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0
35 * 0 0 8 15 6 8 4 5 8 13 1 3 4 1
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 7 2 2 2 2 2 0 4 4 2 1 1 0
7 * 0 1 9 15 6 10 3 2 8 10 4 1 1 1
8 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
10 0 2 4 1 1 0 0 2 2 2 4 0 0 1 0
12 0 0 0 0 2 0 0 2 1 2 3 0 0 0 0
13 0 1 2 3 8 1 2 2 1 5 6 3 2 1 0
14 * 3 9 2 5 0 0 2 2 0 2 2 4 1 0
20 * 0 0 5 8 0 1 0 2 1 3 2 1 1 1
29 0 0 0 0 3 1 2 2 0 2 2 1 3 0 0
35 * 0 1 1 2 0 0 3 0 1 1 2 3 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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中西 琢斗 0 4
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中島 海渡 0 4
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平岡 勇人 4 24
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1部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2016.09.07
立命館大学開始時間 18:30

会　　場 枚方市立総合スポーツセンター

立命館大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト 勝ち点 2 勝ち点 0試合ＮＯ 118

80 74

敗チーム

同志社大学

男子

戦評
【総括】
本年のリーグ戦、未だ勝ち星がなくこの一戦でなんとか勝利したい同志社大学と、先日の試合で大院大から大金
星を挙げ勢いに乗る立命館大学の対決。試合を通して立命館がリードし、同志社はそれを追う苦しい展開となっ
た。各チーム1年生の活躍が光ったが、最終的には立命館が勝利、勝ち点をまた一つ積み重ねる結果となった。
【第1ピリオド】
立ち上がりは同志社ペース。立命館は立て続けにファウルを犯し、同志社はそのフリースローを確実に決める。同志
社が一年生ながらスタートから活躍する#20田邉のゴール下、#7古村の確実なミドルシュートなどで確実に点を重ね
る一方で立命館は#32大野のスリーポイントで一点差に詰め寄る。更に立命館は#13西岡が3Pシュート、速攻と連続
得点、一気に逆転しリードした。残り1分、同志社#13下田が3Pシュートを沈めると負けじと立命館#32大野も決め返
す。最終21-28、立命館7点リードで第1ピリオドは終了した。
【第2ピリオド】
立命館#23原田がフリースローを得るも決まらず、逆に同志社は#20田邉がスティールから速攻、続いてミドル
シュートを決め、勢いづく。同志社はオフェンスリバウンドを粘り強く拾い、得点、じわじわと立命館を追い詰める。立
命館はなかなかシュートが決まらず苦しむが、立命館#18葛原の素早いドリブルにたまらずファウルし、フリースロー
を得るが決まらず。その後は激しい展開が続き、34-37、立命館のリードで前半を折り返した。
【第3ピリオド】
後半は開始早々立命館#13西岡の3Pシュートが決まり、更には#35福永が得たフリースローを確実に決め、点差を
10点に広げる。しかしまけられない同志社は#14岩坪の3連続3Pシュートで一気に1点差まで追いつく。ここでチーム
ファウルが5つに達した立命館は、同志社#7古村にフリースローを許し同点、更に#7古村のゴール下が決まり逆転を
許す。しかし立命館は#35福永のゴール下での強さが光り、再びリードを取り返す。立命館#35福永のシュートと見せ
かけてのノールックパスから#13西岡のゴール下が決まり、たまらず同志社はタイムアウト。その後は同志社がファウ
ルを重ね、得たフリースローを立命館が確実に決めて53-59、立命館のリードで第3ピリオドは終了した。
【第4ピリオド】
6点差で始まった第4ピリオドは同志社#7古村がまたしてもミドルシュートを確実に決め、追撃を試みるが、立命館も
やはり#35福永がゴール下で力強いプレーを発揮、点差を縮めさせない。その後は激しい攻め合いが続くが、互い
になかなか攻め切ることができない時間帯が続く。その均衡を破ったのは同志社#10右田の3Pシュート。互いに激し
い点の取り合いが続き、同志社は#10右田の3Pシュート、#7古村のゴール下などで残り30秒で3点差まで詰め寄るも
及ばず。74-80で立命館が勝利した。
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